
新規 拡大

1 教育委員会 学校教育課 ○ 教育情報基盤システム延長保守業務、教育情報基盤システム更改業務

現在のサーバー構成や校務系・学習系ネットワーク
について見直しを行い、機器等の更改を行う。ま
た、令和元,2年度度に導入したサーバー機器等の延
長保守契約を行う。

A Ｂ

2 教育委員会 学校教育課 ○ 教育情報セキュリティポリシー改定事業
現在の教育情報セキュリティポリシーをクラウド利
用に対応した内容に改定する。

A Ｃ

3 教育委員会 学校教育課 ○ 校務支援システム更改事業 ※県共同調達

徳島県の共同調達により、新システム構築を令和８
年度、令和９年度に運用を開始する。また、現シス
テムの保守契約が満了のため、令和８年度は延長保
守を行う。

A A

4 教育委員会 教育総務課 ○ 学校施設トイレ洋式化改修事業

学校施設のトイレを洋式化することにより、児童生
徒及び利用者に対する施設環境の向上を図るととも
に、災害時には高齢者、障がい者を含めた多くの避
難者を受け入れを行う避難施設としての機能強化を
図る。

Ａ Ｂ

5 教育委員会 給食センター ○ 学校給食費の無償化
学校給食費を無償化することにより子育て世代の経
済的負担の軽減し、子育てしやすい環境を整える。

A Ｂ

6 教育委員会 生涯学習課 ○ 夜間照明施設LED照明更新事業
夜間照明施設をLED照明器具へと計画的に交換す
る。

A Ｂ

7 教育委員会 生涯学習課 ○
鴨島公民館長寿命化・文化芸術ホール用途変更改修工事(転
用事業)※老人福祉センターを公民館に転用(共用)

文化芸術ホールとしての機能向上及び施設の長寿命
化を目的とした改修（ホール音響、ＬＥＤ化、空調
等）を実施し、音響面での機能向上、ＬＥＤ化（蛍
光ランプの生産終了対策）、空調機能向上を図り、
文化芸術活動のさらなる推進を図る。

A Ｃ

8 教育委員会 生涯学習課 ○ 藤井寺「木造釈迦如来坐像」修理事業
国指定重要文化財の適切な保存・修理をし、文化的
価値の保全を図り、文地域の歴史資源としての魅力
向上、将来的な観光や文化振興に資する。

A Ａ

令和７年度 事務事業評価（新規拡大事業【重点施策推進枠】）結果一覧

区分
No 部局名 担当課等名 事 務 事 業 名 事 業 内 容 部局内評価 最終評価



9 教育委員会 生涯学習課 ○ アメニティセンター受変電設備改修工事
電気供給を担う変電設備の老朽化に対応し、施設の
安全性・継続的運営・利用者サービスの安定確保を
図る。

A Ｂ

10 教育委員会 生涯学習課 ○ 文化研修センター長寿命化改修
長寿命化改修工事を実施し、展示場(美術館・多目的
総合展示場)としての施設の長寿命化を図り、老朽化
による休館・施設利用制限の防止を図る。

A Ｂ

11 教育委員会 生涯学習課 ○ 市民プラザ駐車場拡張工事
近隣の空き地を駐車場に整備することで、駐車場不
足を解消し利用者の満足度向上、利用者増加を図る

A Ｂ

12 健康福祉部 健康推進課 ○ 吉野川医療センター支援事業
特別交付税措置を活用し、公的病院の役割を担う吉
野川医療センターを支援する。

Ｂ Ｃ

13 健康福祉部 こども家庭センター ○ こども居場所づくり事業（こどもＤｏまんなか会議意見反映事業）

こども達の意見を反映し、長期休業期間中に利用で
きる「自習室」を設け、学校でも家でもない「第三
の居場所」を確保する。

A Ｂ

14 健康福祉部 こども家庭センター ○ 親子関係形成支援事業（BPプログラム）
初めて赤ちゃんを育てる親の孤立感を防ぎ、育児に
対する不安感や負担感を軽減させ、親の子育て力の
向上を図る。

Ａ Ｂ

15 健康福祉部 こども未来課 ○ 子どもはぐくみ医療費助成事業（完全無償化）
3歳から18歳までのこどもが医療機関を受診した際の
自己負担金を廃止して「子どもはぐくみ医療費助成
事業」の完全無償化を図る。

A Ｂ

16 建設部 建設課 ○ 防災・安全交付金事業及び公共施設等適正管理推進事業(舗装)
路面性状調査に基づき舗装修繕計画を策定し、その
計画に基づき詳細設計と舗装修繕を実施する。

Ａ Ｂ

17 建設部 建設課 ○ 緊急浚渫推進事業
緊急浚渫推進事業債を利用してより多くの河川で事
業を実施することができる。

Ａ Ｂ

18 産業経済部 商工観光課 ○ 企業誘致（企業立地促進条例の指定要件の見直し等）
企業立地促進条例を改正し、対象事業所の追加・企
業立地促進条例の指定要件の見直し・奨励制度の拡
充・その他企業立地に係る支援制度を創設する。

Ａ Ｂ



19 産業経済部 商工観光課 ○ 企業誘致（サテライトオフィス等誘致支援事業補助金創設）

市内において新たにサテライトオフィスを設置する
事業者がサテライトオフィスの開設等に要する経費
に対し、補助金を交付し、市内に新たなビジネス及
び雇用を創出し、地域経済の活性化を図る。

Ａ Ｂ

20 産業経済部 商工観光課 ○ 自転車活用推進計画策定事業

本市の自転車に関する現状を把握、課題整理、計画
的に対応策を検討して、効果的に自転車を活用した
まちづくりを推進するため、自転車活用推進計画を
策定する。

Ａ Ｃ

21 産業経済部 農林業振興課 ○ 川田耕地整理ポンプ補修補助金
川田耕地整理土地改良区が行うポンプのオーバー
ホールへの補助金助成により、安定した水利の確保
と農業生産を行う。

Ａ Ｂ

22 産業経済部 農林業振興課 ○ 県単林道事業 林道倉羅樫平線道路補修工事
法面崩壊の復旧と道路を流下する雨水による自然崩
壊のため、道路内舗装を実施して水路へ誘導し、雨
水が法面に流れることを防ぐ。

Ａ Ｂ

23 総務部 市長公室 ○ 地域おこし協力隊インターン事業

人口減少等の地域課題を解決するための対策の一環
として、優秀な都市部人材を積極的に本市に受け入
れ、ミスマッチを予防するとともに、正式着任後の
定住を促し本市の地域活性化を図る。

Ａ Ｂ

24 総務部 市長公室 ○ 地域活性化推進事業（R8募集、R9実施・補助金交付）

吉野川市まち・ひと・しごと創生推進計画の目標達
成に資する事業を実施する事業者を公募し、審査を
通じて支援する事業を採択する。企業版ふるさと納
税で、集まった金額を上限として事業者に補助金を
交付する。

Ａ Ｂ

25 総務部 デジタル推進課 ○ デジタル化の推進（キャッシュレス決済端末導入事業）
市民生活課や各支所、税務課、会計課にキャッシュ
レス決済端末を導入する。

Ａ Ｂ



新規 拡大

1 危機管理局 危機管理課 ○ 快適な避難所生活環境確保事業

避難所に必要な自動ラップ式トイレ、発電機、ス
ポットクーラー、移動かまど等を整備することで、
大規模災害時における避難所の生活環境の改善を図
る。

Ａ B

2 危機管理局 危機管理課 ○ 災害対策本部機能強化事業

東館３階２３１会議室及び東館２階２２１会議室に
災害対策本部会議室及びオペレーションルームをス
ムーズに開設できるよう、Web会議用スピーカーシ
ステムや大判プリンター、自衛隊等関係機関が協議
するスペースを確保するために必要なパーティショ
ン等の備品を整備する。

Ａ Ｂ

3 危機管理局 危機管理課 ○ 吉野川市消防団山川方面詰所改築設計委託料
山川方面（２・３・４・５・７・８）分団の詰所の
建て替えを行うにあたり、設計委託を行う。

Ａ Ｂ

4 危機管理局 危機管理課 ○ 吉野川市消防団山川方面詰所改築関係事業
山川方面（２・３・４・５・７・８）分団の詰所の
建て替えを行うにあたり、用地の取得をはじめとし
た関連予算の計上を行う。

Ａ Ｂ

5 危機管理局 危機管理課 ○ 防災行政無線（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ固定系）親局更新工事
防災行政無線の操作卓等（親局）を更新し、非常時
の情報手段を確保する。

Ａ Ｂ

6 危機管理局 危機管理課 ○ 避難所における情報伝達環境整備事業
避難所に正確な災害情報を提供するため、必要な備
品を整備する。

Ａ B

7 教育委員会 学校教育課 ○ 通学支援補完補助金交付事業

スクールバス等の運行が困難な地域に在住する児童
生徒の保護者等に対し、最寄りの停留所まで自家用
車で送迎を行うための燃料代その他の経費に相当す
る額を支給する。

A Ｂ

令和７年度 事務事業評価（新規拡大事業【その他事業枠】）結果一覧

区分
No 部局名 担当課等名 事 務 事 業 名 事 業 内 容 部局内評価 最終評価



8 教育委員会 教育総務課 ○ 学校体育館空調整備事業
各小中学校の体育館へ空調整備及び断熱改修を実施
する。

Ａ Ｂ

9 教育委員会 教育総務課 ○ 鴨島第一中学校校舎改修事業
空き教室の空調整備、照明のＬＥＤ化、教室ロッ
カー改修（森林環境譲与税活用）、天井・壁の改
修、トイレの洋式化等を実施する。

Ａ Ｂ

10 教育委員会 教育総務課 ○ 学校施設空調設備改修事業

平成２４年度に設置した市立各小中学校普通教室の
空調設備更新を令和１０年度より実施。更新時期と
なっている特別教室、管理諸室の更新を令和９年度
までに完了させる。

Ａ Ｂ

11 教育委員会 教育総務課 ○ 学校屋内運動場照明ＬＥＤ化事業

学校屋内運動場の照明をＬＥＤ化することにより、
児童生徒及び利用者に対する施設環境の向上を図る
とともに、長寿命・省電力化によるランニングコス
トの削減及びＣＯ２削減による環境負荷の軽減を図
る。

Ａ Ｂ

12 教育委員会 生涯学習課 ○ 放課後子供教室事業

学校の余裕教室を活用し、週１回放課後に地域住民
が宿題などの学習支援や、文化・スポーツ等の体験
活動を提供する。地域の参画が見込まれる市内３校
区で開設する。

Ｂ Ｂ

13 健康福祉部 こども未来課 ○ 公立認定こども園ＩＣＴ化事業
登降園や保護者との連絡体制等を管理する運営管理
システムを導入し、アプリを利用して保護者との連
絡を円滑にし、保育教諭の事務負担の軽減を図る。

A Ｂ

14 健康福祉部 こども未来課 ○ 鴨島南児童館トイレ改修事業
現在和式の男子・女子トイレを洋式化する改修工事
を行う。

Ａ Ｂ

15 健康福祉部 こども未来課

○

放課後児童クラブ事業（西麻植） 鴨島町西麻植地区に学童クラブの開設を行う。 Ａ Ｂ

16 健康福祉部 社会福祉課 ○ ケースワーク支援ＡＩサービスの導入事業
基幹系パソコンにＡＩサービスを導入し、法令や通
知等の内容、可否の判断基準を習得し、被保護者へ
の適正な対応が図れる。

A Ｂ



17 健康福祉部 社会福祉課 ○ 日常生活用具給付等事業の給付基準額の見直し
日常生活用具について、基準額の見直しを行う必要
があるため、利用者が一番多く日常的に無くてはな
らないストーマ装具の基準額の見直しを行う。

A Ｂ

18 健康福祉部 社会福祉課 ○ 基幹相談支援センターの設置
共生社会の実現に向け、地域における相談支援の中
核的役割を担う機関として基幹相談支援センターを
委託で設置する。

A Ｃ

19 健康福祉部 長寿いきがい課 ○ 吉野川市高齢者補聴器購入費助成事業
難聴により生活に支障がある高齢者が快適に暮らせ
るよう医療器認定されている補聴器の購入費の一部
を補助する。

A Ａ

20 健康福祉部 長寿いきがい課 ○ 吉野川市認知症予防啓発事業
認知機能を継続的に点数化し可視化することで、認
知症の早期発見・早期治療ができうよう支援する。

A Ｂ

21 建設部 監理課 ○ バンブーパーク散水設備調査業務及び散水設備改修工事
揚水試験を実施し、現在の井戸が持つ能力（限界揚
水量）を算出し、タイマー制御方式から圧力制御方
式に変更する。

Ａ Ｂ

22 建設部 監理課 ○ 神島児童公園トイレ設置事業
公園利用者の利便性向上のため、簡易水洗トイレを
１基設置する。

Ｂ Ｃ

23 建設部 監理課 ○ 道路台帳更新業務
現在の道路台帳の引き継ぎを行い、閲覧を可能にす
る。毎年、更新を行う。

Ａ Ｂ

24 建設部 都市計画住宅課 ○ 空家等対策事業
空家等対策の推進に関する特別措置法の規定によ
り、空家実態調査を行い、空家データベースを再整
備する。

Ａ Ｂ

25 産業経済部 商工観光課 ○ 吉野川マルシェ継続支援事業
今後も持続可能かつ多くの集客、交流人口の増加が
見込まれるマルシェにリニューアルしていく。

Ａ Ｃ

26 市民部 人権課 ○ 吉野川市人権フェスティバル
子どもから大人まで幅広く人権問題をより身近に捉
える機会として「人権フェスティバル」として開催
する。

Ａ Ｂ



27 市民部 環境企画課 ○ 猫の不妊・去勢手術助成事業（飼い主のいない猫） 飼い主のいない猫の不妊・去勢手術の助成を行う。 Ａ Ｂ

28 市民部 市民生活課 ○ 交通安全指導員配置事業
下校時の児童を見守り、車道への飛び出し等、不慮
の交通事故につながるような行動を抑制すること
で、児童の安全に寄与する。

Ｂ Ｂ

29 市民部 人権課 ○ 吉野川市第２次人権施策推進計画中間評価
「吉野川市第２次人権施策推進計画」中の中間年に
あたるため２０２６（令和８）年度に中間評価を実
施する。

Ａ Ｂ

30 総務部 財務課 ○ 市有施設照明ＬＥＤ化推進事業（R8∼10設計、R9∼11工事）
ＬＥＤ化が必要な施設調査を行い、災害時に避難所
として指定されている施設、類似施設毎等を踏まえ
て市全体として計画的に事業を実施する。

Ａ Ｂ

31 総務部 財務課 ○ 山川地域総合センター改修整備事業（R8設計、R9工事）
山川地域総合センター施設全体の長寿命化を踏まえ
た改修設計業務を実施し、改修工事を行う。

Ａ Ｃ

32 総務部 総務課 ○ 人材育成事業（地域経営部会派遣）
市の課題研究を通じ、解決策を策定・実践すること
により、市の課題解決や人材育成を図る。

Ａ Ｂ

33 総務部 デジタル推進課 ○ 情報系ファイアウォールリプレイス
市民サービスの向上と業務のシステムの可用性の維
持、業務環境の改善を図る。

Ａ Ｂ

34 総務部 デジタル推進課 ○ 業務用レーザープリンタリプレイス
市民サービスの向上と業務のシステムの可用性の維
持、業務環境の改善を図る。

Ａ Ｂ

　　

総合評価
Ａ
Ｂ 　　50％　～　75％
Ｃ 　　25％　～　50％
Ｄ 　　00％　～　25％

評価点の取得割合
　　75％　～

A B C 総計

3 48 8 59

最終評価


